
水 道 工 事 積 算 基 準 及 び標 準 歩 掛 表 新 旧 対 照 表

1 

備考 改正（平成 31 年 4 月） 現行（平成 30 年 7 月） 

改正日変更 

水道工事積算基準及び標準歩掛表 

平成３1年４月１日改正 

神奈川県企業庁 

      取 扱 注 意  

    No.  

水道工事積算基準及び標準歩掛表

平成３０年７月１日改正 

神奈川県企業庁 

      取 扱 注 意  

    No.  



水 道 工 事 積 算 基 準 及 び標 準 歩 掛 表 新 旧 対 照 表

2 

備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

設定変更 

第Ⅰ章 水道工事積算基準 

       第６節 工  期 

６－１ 配水管工事の工期

６－１－１ 工期算出方法 

（1） 工期の算出は、純工事日数に準備期間、材料調達期間、不稼働日等を加算し、５日単位で切り上げ1

20日までを標準とする。 

（2） 算出した工期が120日を超える工事については、分割執行を考慮すること。 

 ただし、拡張・拡充工事、更生工事、競合工事等で分割執行が適当でないものはこの限りではない。

６－１－２ 純工事日数算出基準（配水管工事） 

 純工事日数は、次表を使用して算出するものとする。ただし、表の数値は標準的な工事の場合であるの

で、施工の難易、道路使用規制等の特別な事情のある場合は、増減ができるものとする。 

 なお、各工種ごとに算出した工事日数は、小数第２位を切り上げ少数第１位止めとし、純工事日数は小

数第１位を切り上げて整数止めとする。 

 (1) 配水管布設工 

管  径 
                   １日当たり埋設延長（ｍ／日） 

  As・Co道(国･県･市町幹線道)  As・Co道（一般市町道）   砂利・未整備道 

φ100mm以下 ２０ ２１ ２７ 

φ150、200mm １９ １９ ２５ 

φ300、400mm １２ １２ １８ 

φ500～800mm ６ ６ １２ 

φ900～1,100mm ６ ６ １２ 

φ1,200～1,500mm ６ ６ １２ 

注1) 鋼管布設工事において、鋼管工事と土木工事に分けて設計する場合においても、各々に本表を適

用する。 

注2) As・Co舗装道は、本復旧路盤及びAs仮復旧の舗装を含む。 

注3) As・Co舗装道のうち市町幹線道とはバス路線をさす。 

 (2) 給水管付替及び取出工 

管  径 
                  １日当たり付替件数（カ所／日） 

  As・Co道(国･県･市町幹線道)  As・Co道（一般市町道）  砂利・未整備道 

φ25mm以下 ３ ４ ４ 

φ50mm ２ ３ ３ 

注1) As・Co舗装道は、本復旧路盤及びAs仮復旧の舗装を含む。 

注2) As・Co舗装道のうち市町幹線道とはバス路線をさす。 

第Ⅰ章 水道工事積算基準 

        第６節 工  期 

６－１ 配水管工事の工期

６－１－１ 工期算出方法 

（1） 工期の算出は、純工事日数に準備期間、材料調達期間、不稼働日等を加算し、５日単位で切り上

げ120日までを標準とする。 

（2）算出した工期が120日を超える工事については、分割執行を考慮すること。 

  ただし、拡張・拡充工事、更生工事、競合工事等で分割執行が適当でないものはこの限りではない。

６－１－２ 純工事日数算出基準（配水管工事） 

 純工事日数は、次表を使用して算出するものとする。ただし、表の数値は標準的な工事の場合であるの

で、施工の難易、道路使用規制等の特別な事情のある場合は、増減ができるものとする。 

 なお、各工種ごとに算出した工事日数は、小数第２位を切り上げ少数第１位止めとし、純工事日数は小

数第１位を切り上げて整数止めとする。 

 (1) 配水管布設工 

管  径 
                   １日当たり埋設延長（ｍ／日） 

  As・Co道(国･県･市町幹線道)  As・Co道（一般市町道）   砂利・未整備道 

φ100mm ２０ ２１ ２７ 

φ150、200mm １９ １９ ２５ 

φ300、400mm １２ １２ １８ 

φ500～800mm ６ ６ １２ 

φ900～1,100mm ６ ６ １２ 

φ1,200～1,500mm ６ ６ １２ 

注1）鋼管布設工事において、鋼管工事と土木工事に分けて設計する場合においても、各々に本表を

適用する。 

注2）As・Co舗装道は、本復旧路盤及びAs仮復旧の舗装を含む。 

注3）As・Co舗装道のうち市町幹線道とはバス路線をさす。 

 (2) 給水管付替及び取出工 

管  径 
                  １日当たり付替件数（カ所／日） 

  As・Co道(国･県･市町幹線道)  As・Co道（一般市町道）  砂利・未整備道 

φ25mm以下 ３ ４ ４ 

φ50mm ２ ３ ３ 

注1）As・Co舗装道は、本復旧路盤及びAs仮復旧の舗装を含む。 

注2）As・Co舗装道のうち市町幹線道とはバス路線をさす。 



水 道 工 事 積 算 基 準 及 び標 準 歩 掛 表 新 旧 対 照 表

3 

備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

設定変更 

第Ⅱ章 標準歩掛 

    第１節 管路工（開削） 

１－１ 共通工 

１－１－１ 防食テープ巻付工 DD121101011 

                                                     100ｍ当たり      

   名   称  員 数  単 位          摘           要 

 普 通 作 業 員     人 表１－１ 

 防 食 テ ー プ     ｍ    〃   （幅50mm） 

 諸  雑  費   1.0    式  

       計    

  1.0ｍ当たり   計／100 

  注1. 本表は、テープ幅50mmに適用する。 
    2. ラップ幅は、25mmを標準とする。 
表１－１ 防食テープ巻付工

                                     布設管延長100ｍ当たり 

呼び径（㎜） テープ使用量（ｍ） 普通作業員（人） 

１３ ２６３．０ ０．４０

２０ ３７８．０ ０．５０

２５ ４６２．０ ０．６０

４０ ６４１．０ １．００

５０ ７９８．０ １．２０

７５ １，１７５．０ １．８０

１００ １，５０７．０ ２．４０

１５０ ２，１７９．０ ３．４０

１－１－２ ポリエチレンスリーブ被覆工 φ50以下  DD121101021

S50形   DD121201022 

φ75以上  DD121201041 

                                                      100ｍ当たり    

     名   称  員 数  単 位    摘                要 

 配       管    工     人 表１－２ 

 普 通 作 業 員     人    〃 

 ポリエチレンスリーブ     ｍ    〃 

 粘 着 テ ー プ     ｍ    〃 

 諸     雑     費   1.0    式  

         計    

     1.0ｍ当たり   計／100 

第Ⅱ章 標準歩掛 

    第１節 管路工（開削） 

１－１ 共通工 

１－１－１ 防食テープ巻付工 DD121101011 

                                                     100ｍ当たり      

   名   称  員 数  単 位          摘           要 

 普 通 作 業 員     人 表１－１ 

 防 食 テ ー プ     ｍ    〃   （幅50mm） 

 諸  雑  費   1.0    式  

       計    

  1.0ｍ当たり   計／100 

  注1. 本表は、テープ幅50mmに適用する。 
    2. ラップ幅は、25mmを標準とする。 
表１－１ 防食テープ巻付工

                                     布設管延長100ｍ当たり 

呼び径（㎜） テープ使用量（ｍ） 普通作業員（人） 

１３ ２６３．０ ０．４０

２０ ３７８．０ ０．５０

２５ ４６２．０ ０．６０

４０ ６４１．０ １．００

５０ ７９８．０ １．２０

７５ １，１７５．０ １．８０

１００ １，５０７．０ ２．４０

１５０ ２，１７９．０ ３．４０

１－１－２ ポリエチレンスリーブ被覆工 φ50以下  DD121101021 

φ75以上  DD121201041 

                                                      100ｍ当たり    

     名   称  員 数  単 位    摘                要 

 配       管    工     人 表１－２ 

 普 通 作 業 員     人    〃 

 ポリエチレンスリーブ     ｍ    〃 

 粘 着 テ ー プ     ｍ    〃 

 諸     雑     費   1.0    式  

         計    

     1.0ｍ当たり   計／100 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

条件追加 

１－１－４ 明示テープ巻付工  DD121201021
                                               布設管延長100ｍ当たり    

     名   称  員 数  単 位 摘          要 

 普 通 作 業 員     人 表１－４ 

 明 示 テ ー プ     ｍ    〃 

 諸     雑     費   1.0    式  

         計    

     1.0ｍ当たり   計／100 

表１－４ 明示テープ巻付工  

                            布設管延長１００ｍ当たり 

呼び径（㎜） 
天端 

テープ

胴巻 

箇所数

普通作業員 

（人） 

テープ使用量

（ｍ） 

５０

なし 

３ ０．０９ ２４．０ 

７５ ３ ０．１１ ３２．９ 

１００ ３ ０．１２ ４１．７ 

１５０ ４ ０．１１ ６３．７ 

２００ ４ ０．１２ ８２．９ 

３００ ４ ０．１１ １０１．４ 

４００

あり 

４ ０．１７ ２３３．７ 

５００ ４ ０．１８ ２６５．８ 

６００ ４ ０．１９ ２９８．１ 

７００ ４ ０．２９ ３３０．２ 

８００ ４ ０．３１ ３６２．６ 

９００ ４ ０．３２ ３９４．９ 

１，０００ 4 ０．３３ ４２６．９ 

１，１００ 4 ０．３５ ４５９．３ 

１，２００ 4 ０．３６ ４９１．３ 

１，３５０ 4 ０．３８ ５３９．６ 

１，５００ ４ ０．４９ ５８８．０ 

注1. 胴巻き箇所数は直管１本当たりの標準の箇所数である。

１－１－４ 明示テープ巻付工  DD121201021
                                               布設管延長100ｍ当たり    

     名   称  員 数  単 位 摘          要 

 普 通 作 業 員     人 表１－４ 

 明 示 テ ー プ     ｍ    〃 

 諸     雑     費   1.0    式  

         計    

     1.0ｍ当たり   計／100 

表１－４ 明示テープ巻付工  

                            布設管延長１００ｍ当たり 

呼び径（㎜） 
天端 

テープ

胴巻 

箇所数

普通作業員 

（人） 

テープ使用量

（ｍ） 

７５

なし 

３ ０．１１ ３２．９ 

１００ ３ ０．１２ ４１．７ 

１５０ ４ ０．１１ ６３．７ 

２００ ４ ０．１２ ８２．９ 

３００ ４ ０．１１ １０１．４ 

４００

あり 

４ ０．１７ ２３３．７ 

５００ ４ ０．１８ ２６５．８ 

６００ ４ ０．１９ ２９８．１ 

７００ ４ ０．２９ ３３０．２ 

８００ ４ ０．３１ ３６２．６ 

９００ ４ ０．３２ ３９４．９ 

１，０００ 4 ０．３３ ４２６．９ 

１，１００ 4 ０．３５ ４５９．３ 

１，２００ 4 ０．３６ ４９１．３ 

１，３５０ 4 ０．３８ ５３９．６ 

１，５００ ４ ０．４９ ５８８．０ 

注1. 胴巻き箇所数は直管１本当たりの標準の箇所数である。
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

条件変更 

１－２ 配水管布設工 

１－２－１ ダクタイル鋳鉄管 

１－２－１－１ 鋳鉄管据付工（人力） DD121202021  撤去工DD121202022 
                                                     10ｍ当たり 

   名   称  員 数  単 位          摘          要 

配 管 工     人 表２－１ 

普 通 作 業 員     人    〃 

諸 雑 費 １．０    式  

       計    

  1.0ｍ当たり   計／10 

注1.本表は、鋳鉄管の人力吊込みによる据付であり、道路幅員3.0ｍ未満又は、機械施工が 

   できない場合に適用する。 

注2.本表には、接合労力は含まれていない。 

注3.撤去工は、本歩掛の60％とする。 

表２－１ 鋳鉄管据付工（人力）
                                            10ｍ当たり 

呼び径（㎜） 配管工（人） 普通作業員（人）

       75以下       0.17        0.52 

      100       0.19        0.65 

      150        0.25        0.91 

      200        0.37        1.13 

      300        0.65        1.66 

      400        1.14        2.37 

      500        1.65        3.17 

      600        2.16        4.00 

      700        2.68        4.82 

      800        3.29        5.61 

      900        3.71        6.42 

    1,000        4.22        7.62 

１－２ 配水管布設工 

１－２－１ ダクタイル鋳鉄管 

１－２－１－１ 鋳鉄管据付工（人力） DD121202021  撤去工DD121202022 
                                                     10ｍ当たり 

   名   称  員 数  単 位          摘          要 

配 管 工     人 表２－１ 

普 通 作 業 員     人    〃 

諸 雑 費 １．０    式  

       計    

  1.0ｍ当たり   計／10 

注1.本表は、鋳鉄管の人力吊込みによる据付であり、道路幅員3.0ｍ未満又は、機械施工が 

   できない場合に適用する。 

注2.本表には、接合労力は含まれていない。 

注3.撤去工は、本歩掛の60％とする。 

表２－１ 鋳鉄管据付工（人力）
                                            10ｍ当たり 

呼び径（㎜） 配管工（人） 普通作業員（人）

       75       0.17        0.52 

      100       0.19        0.65 

      150        0.25        0.91 

      200        0.37        1.13 

      300        0.65        1.66 

      400        1.14        2.37 

      500        1.65        3.17 

      600        2.16        4.00 

      700        2.68        4.82 

      800        3.29        5.61 

      900        3.71        6.42 

    1,000        4.22        7.62 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

トラッククレーン

機種括弧削除 

１－２－２ 鋼管、ステンレス鋼管 

１－２－２－２ 鋼管据付工（機械） DD121203031   撤去工 DD121203032 

表２－６ 鋼管据付工（機械）

                                                        １０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機  種 
運転時間
（Ｈ） 

賃 料 
（日） 

      80 0.05 0.07 

クレーン付トラック 

４ｔ積 

２．９ｔ吊

１．１４ － 

     100 0.05 0.07 １．２７ － 

     150 0.06 0.08 １．３４ － 

     200 0.07 0.09 １．４１ － 

     300 0.09 0.17 １．５４ － 

     400 0.15 0.23 

トラッククレーン 

油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 

４．９ｔ吊 

－ ０．２９

     500 0.20 0.29 － ０．３２

     600 0.24 0.36 － ０．３４

     700 0.29 0.43 － ０．３６

     800 0.34 0.52 － ０．３９

     900 0.40 0.61 － ０．４１

   1,000 0.48 0.73 － ０．４５

   1,100 0.53 0.78 

１６ｔ吊 

－ ０．４８

   1,200 0.68 1.02 － ０．５２

   1,350 0.85 1.29 － ０．５６

   1,500 1.07 1.61 － ０．６１

   1,650 1.43 3.22 － ０．８１

   1,800 1.95 4.40 － ０．８９

   2,000 2.08 4.68 － ０．９５

   3,000 4.19 8.18 ３５ｔ吊 － １．４８

注1. 本表は、鋼管の機械吊込による据付であり、道路幅員3.0ｍ以上に適用する。 
注2. 本表には、接合労力は含まれていない。 
注3. 撤去工は、本歩掛の60％とする。 
注4. 16ｔ吊以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型とする。 

１－２－２ 鋼管、ステンレス鋼管 

１－２－２－２ 鋼管据付工（機械） DD121203031   撤去工 DD121203032 

表２－６ 鋼管据付工（機械）

                                                      １０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機  種 
運転時間
（Ｈ） 

賃 料 
（日） 

      80 0.05 0.07 

クレーン付トラック 

４ｔ積 

２．９ｔ吊

１．１４ － 

     100 0.05 0.07 １．２７ － 

     150 0.06 0.08 １．３４ － 

     200 0.07 0.09 １．４１ － 

     300 0.09 0.17 １．５４ － 

     400 0.15 0.23 

トラッククレーン 

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 

４．９ｔ吊 

－ ０．２９

     500 0.20 0.29 － ０．３２

     600 0.24 0.36 － ０．３４

     700 0.29 0.43 － ０．３６

     800 0.34 0.52 － ０．３９

     900 0.40 0.61 － ０．４１

   1,000 0.48 0.73 － ０．４５

   1,100 0.53 0.78 

１６ｔ吊 

－ ０．４８

   1,200 0.68 1.02 － ０．５２

   1,350 0.85 1.29 － ０．５６

   1,500 1.07 1.61 － ０．６１

   1,650 1.43 3.22 － ０．８１

   1,800 1.95 4.40 － ０．８９

   2,000 2.08 4.68 － ０．９５

   3,000 4.19 8.18 ３５ｔ吊 － １．４８

注1. 本表は、鋼管の機械吊込による据付であり、道路幅員3.0ｍ以上に適用する。 
注2. 本表には、接合労力は含まれていない。 
注3. 撤去工は、本歩掛の60％とする。 
注4. 16ｔ吊以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型とする。 
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トラッククレーン

機種訂正 

１－２－２－４ ステンレス鋼管据付工（機械）DD121204021 撤去工 DD121204022 

表２－８ ステンレス鋼管据付工（機械） 

１０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機  種 
運転時間 
（Ｈ） 

賃 料 
（日） 

      80 0.03 0.03 

クレーン付トラック 

４ｔ積 

２．９ｔ吊

０．５１ －

     100 0.03 0.04 ０．６１ －

     150 0.04 0.06 ０．７７ －

     200 0.05 0.07 ０．８３ －

     300 0.06 0.11 ０．８６ －

     400 0.18 0.30 

トラッククレーン 

油圧伸縮ジブ型 

４．９ｔ吊 

－ ０．１６

     500 0.20 0.35 － ０．１７

     600 0.26 0.42 － ０．２０

     700 0.30 0.47 － ０．２３

     800 0.34 0.57 － ０．２７

     900 0.40 0.66 － ０．３１

   1,000 0.45 0.78 － ０．３２

１－２－２－５ 推進用二重鋼管据付工（機械）DD121205011 撤去工 DD121205012 

表2－9 推進用二重鋼管据付工（機械）  

                                                        10ｍ当たり 

呼び径（㎜） 配管工（人） 普通作業員（人） 機  種 賃 料（日）

600 0.63 0.94 

トラッククレーン 

油圧伸縮ジブ型 

４．９ｔ吊 

０．８３

700 0.68 1.01 ０．８５

800 0.74 1.14 ０．８７

900 0.87 1.33 ０．８９

1,000 0.98 1.50 ０．９１

1,100 1.11 1.69 
ラフテレーンクレーン油圧

伸縮ｼﾞﾌﾞ型１６ｔ吊 

０．９２

1,200 1.26 1.89 ０．９５

1,350 1.51 2.29 ０．９９

１－２－３－３ 石綿管吊上げ積込み工（機械） DD121209051
表２－１２ 石綿管吊上げ積込み工（機械） 

                                                     １０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配 管 工 
（人） 

普通作業員 
（人） 

トラッククレーン賃料（日）
油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 

２００ ０．０４ ０．０５ ０．０７ 

２５０ ０．０４ ０．０６ ０．０８ 

３００ ０．０４ ０．０７ ０．０８ 

３５０ ０．０４ ０．０９ ０．０８ 

１－２－２－４ ステンレス鋼管据付工（機械）DD121204021 撤去工 DD121204022 

表２－８ ステンレス鋼管据付工（機械） 

１０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機  種 
運転時間 
（Ｈ） 

賃 料 
（日） 

      80 0.03 0.03 

クレーン付トラック 

４ｔ積 

２．９ｔ吊

０．５１ －

     100 0.03 0.04 ０．６１ －

     150 0.04 0.06 ０．７７ －

     200 0.05 0.07 ０．８３ －

     300 0.06 0.11 ０．８６ －

     400 0.18 0.30 

トラッククレーン 

(油圧式) 

４．９ｔ吊 

－ ０．１６

     500 0.20 0.35 － ０．１７

     600 0.26 0.42 － ０．２０

     700 0.30 0.47 － ０．２３

     800 0.34 0.57 － ０．２７

     900 0.40 0.66 － ０．３１

   1,000 0.45 0.78 － ０．３２

１－２－２－５ 推進用二重鋼管据付工（機械）DD121205011 撤去工 DD121205012 

表2－9 推進用二重鋼管据付工（機械）  

                                                        10ｍ当たり 

呼び径（㎜） 配管工（人） 普通作業員（人） 機  種 賃 料（日）

600 0.63 0.94 

トラッククレーン 

（油圧式） 

４．９ｔ吊 

０．８３

700 0.68 1.01 ０．８５

800 0.74 1.14 ０．８７

900 0.87 1.33 ０．８９

1,000 0.98 1.50 ０．９１

1,100 1.11 1.69 
ラフテレーンクレーン油圧

伸縮ｼﾞﾌﾞ型１６ｔ吊 

０．９２

1,200 1.26 1.89 ０．９５

1,350 1.51 2.29 ０．９９

１－２－３－３ 石綿管吊上げ積込み工（機械） DD121209051
表２－１２ 石綿管吊上げ積込み工（機械） 

                                                     １０ｍ当たり 

呼び径 
（㎜） 

配 管 工 
（人） 

普通作業員 
（人） 

トラッククレーン賃料（日）
（油圧式4.9ｔ吊り） 

２００ ０．０４ ０．０５ ０．０７ 

２５０ ０．０４ ０．０６ ０．０８ 

３００ ０．０４ ０．０７ ０．０８ 

３５０ ０．０４ ０．０９ ０．０８ 
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備考 改正（平成 31 年 4月） 現行（平成 30 年 7月）

Ｓ５０形鋳鉄管接

合工新規 

項番繰り下げ 

１－２－４－６ S50形鋳鉄管接合工 DD121202161 取外工 DD121202162 

                          １０口当たり 

呼び径 
（㎜） 

直 管 

配管工 普通作業員 諸雑費 

50 ０．０５（０．０８） ０．０５（０．０８） 労務費の1％ 

注1. 異形管、切管施工時の抜止め押輪の接合は直管歩掛の60％増とする。( )内数値。 

注2.  撤去工については、以下のとおり本歩掛を補正する。 

管 種 補正係数 

Ｓ５０形 直管 0.30 

Ｓ５０形 異形管 0.40 

１－２－４－７ フランジ接合工    取外工  

１－２－４－８ 鋼管溶接工     

１－２－４－９ 鋼管溶接工（裏当溶接）   

１－２－４－１０ 鋼管内面塗装工（人力）   

１－２－４－１１ 鋼管外面塗装工（ジョイントコート）   

１－２－４－１２ ステンレス鋼管溶接工（手動）   

１－２－４－１３ 推進用二重鋼管外装管（継輪部）溶接工   

１－２－４－１４ 石綿管接合工 

１－２－４－１５ 急速埋設継手鋼管工 

１－２－４－６ フランジ接合工  DD121202181  取外工 DD121202182 

１－２－４－７ 鋼管溶接工    DD121203041 

１－２－４－８ 鋼管溶接工（裏当溶接）  DD121203051 

１－２－４－９ 鋼管内面塗装工（人力）   

１－２－４－１０ 鋼管外面塗装工（ジョイントコート）   

１－２－４－１１ ステンレス鋼管溶接工（手動）   

１－２－４－１２ 推進用二重鋼管外装管（継輪部）溶接工   

１－２－４－１３ 石綿管接合工 

１－２－４－１４ 急速埋設継手鋼管工 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

条件追加 

１－２－５－１２ 鋳鉄管切断工（エンジンカッター）    DD121202001  
                                                    １口当たり 

   名   称  員 数  単 位          摘        要 

特 殊 作 業 員     人 表２－３８－１ 

普 通 作 業 員     人   〃 

機 械 損 料     日 
  〃  、表２－３８－２ 

レジノイド砥石 

諸 雑 費   1.0    式 労務費の5.0％ 

       計    

注 1.本表は、鋳鉄管の切断に適用する。 
注 2.諸雑費には、燃料及びカッター刃の損耗費及び塗装の補修費を含む。 

表２－３８－１ 鋳鉄管切断工
                                 １口当たり  

呼び径 
（㎜） 

特殊作業員
（人） 

普通作業員
（人） 

機械損料
（日） 

50 0.03 0.06 0.03 

75 0.03 0.06 0.03 

100 0.03 0.06 0.03 

150 0.04 0.08 0.04 

200 0.05 0.09 0.05 

300 0.06 0.18 0.06 

400 0.07 0.22 0.07 

500 0.09 0.34 0.09 

表２－３８－２ 鋳鉄管切断機損料表（レジノイド砥石）

呼び径
基礎
価格

耐用
年数

年間標準 維 持
管理費

率 

年間
管理費

率 

運転１日当たり 供用１日当たり 運転１日当たり
換算値

運転
日数

使用
日数

損料率 損 料 損料率 損 料 損料率 損 料

 － ７年 100日 150日 45％ 5.0％ 0.00129 － 0.00076 － 0.00243 － 

１－２－５－１２ 鋳鉄管切断工（エンジンカッター）    DD121202001  
                                                    １口当たり 

   名   称  員 数  単 位          摘        要 

特 殊 作 業 員     人 表２－３８－１ 

普 通 作 業 員     人   〃 

機 械 損 料     日 
  〃  、表２－３８－２ 

レジノイド砥石 

諸 雑 費   1.0    式 労務費の5.0％ 

       計    

注 1.本表は、鋳鉄管の切断に適用する。 
注 2. 諸雑費には、燃料及びカッター刃の損耗費及び塗装の補修費を含む。 

表２－３８－１ 鋳鉄管切断工
                                 １口当たり  

呼び径 
（㎜） 

特殊作業員
（人） 

普通作業員
（人） 

機械損料
（日） 

75 0.03 0.06 0.03 

100 0.03 0.06 0.03 

150 0.04 0.08 0.04 

200 0.05 0.09 0.05 

300 0.06 0.18 0.06 

400 0.07 0.22 0.07 

500 0.09 0.34 0.09 

表２－３８－２ 鋳鉄管切断機損料表（レジノイド砥石）

呼び径
基礎
価格

耐用
年数

年間標準 維 持
管理費

率 

年間
管理費

率 

運転１日当たり 供用１日当たり 運転１日当たり
換算値

運転
日数

使用
日数

損料率 損 料 損料率 損 料 損料率 損 料

 － ７年 100日 150日 45％ 5.0％ 0.00129 － 0.00076 － 0.00243 － 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

条件追加 

１－７ 弁設置工 

１－７－１ 仕切弁 

１－７－１－１ 仕切弁設置工（人力） DD201301011   
                                                      １箇所当たり   

    名    称   員 数   単 位        摘        要 

仕 切 弁 据 付 工 （ 人 力 ） １．０    箇所 １－７－１－２ 

フ ラ ン ジ 接 合 工     口 １－２－４－６ 

仕 切 弁 防 護 工 １．０    箇所 １－７－１－６，７ 

諸 雑 費 １．０     式  

           計    

注1. 本表は、仕切弁の人力による据付であり、道路幅員3.0ｍ未満又は、機械施工ができない場合に適

用する。 

注2．フランジ形の仕切弁の場合は、フランジ接合工を２口計上すること。 

１－７－１－２ 仕切弁据付工（人力） DD121301011  撤去工 DD121301012 
                                                    １箇所当たり      

   名   称   員 数   単 位          摘         要 

配 管 工      人 表７－１ 

普 通 作 業 員      人    〃 

諸 雑 費 １．０     式  

       計    

注1. 本表は、鋳鉄製及び鋼板製仕切弁の人力による据付に適用する。 

注2.  本表には、フランジ接合及び鋳鉄管接合は含まれていない。 

 注3． 撤去工は、本歩掛の60％とする。 
表７－１ 仕切弁据付工（人力）

                                                     １箇所当たり     

呼び径 
（㎜） 

鋳  鉄  製 鋼   板   製 

配管工（人） 普通作業員（人） 配管工（人） 普通作業員（人）

      50      0.03      0.15       －       － 

      75      0.05      0.19       －       － 

     100      0.07      0.23       －       － 

     150      0.10      0.37       －       － 

     200      0.17      0.45       －       － 

     300      0.37      0.90       －       － 

     400      2.60      3.39       －       － 

     500      3.94      7.02       －       － 

     600      5.43      7.58      5.50      7.20 

     700      5.92      9.52      6.00      9.00 

     800      6.35     10.02      6.50      9.60 

     900      6.77     12.62      7.00     12.00 

   1,000      7.19     14.52      7.50     13.80 

１－７ 弁設置工 

１－７－１ 仕切弁

１－７－１－１ 仕切弁設置工（人力） DD201301011   
                                                      １箇所当たり   

    名    称   員 数   単 位        摘        要 

仕 切 弁 据 付 工 （ 人 力 ） １．０    箇所 １－７－１－２ 

フ ラ ン ジ 接 合 工     口 １－２－４－６ 

仕 切 弁 防 護 工 １．０    箇所 １－７－１－６，７ 

諸 雑 費 １．０     式  

           計    

注1. 本表は、仕切弁の人力による据付であり、道路幅員3.0ｍ未満又は、機械施工ができない場合に

適用する。 

注2．フランジ形の仕切弁の場合は、フランジ接合工を２口計上すること。 

１－７－１－２ 仕切弁据付工（人力） DD121301011  撤去工 DD121301012 
                                                    １箇所当たり      

   名   称   員 数   単 位          摘         要 

配 管 工      人 表７－１ 

普 通 作 業 員      人    〃 

諸 雑 費 １．０     式  

       計    

注1. 本表は、鋳鉄製及び鋼板製仕切弁の人力による据付に適用する。 

注2.  本表には、フランジ接合及び鋳鉄管接合は含まれていない。 

 注3． 撤去工は、本歩掛の60％とする。 
表７－１ 仕切弁据付工（人力）

                                                     １箇所当たり     

呼び径 
（㎜） 

鋳  鉄  製 鋼   板   製 

配管工（人） 普通作業員（人） 配管工（人） 普通作業員（人）

      75      0.05      0.19       －       － 

     100      0.07      0.23       －       － 

     150      0.10      0.37       －       － 

     200      0.17      0.45       －       － 

     300      0.37      0.90       －       － 

     400      2.60      3.39       －       － 

     500      3.94      7.02       －       － 

     600      5.43      7.58      5.50      7.20 

     700      5.92      9.52      6.00      9.00 

     800      6.35     10.02      6.50      9.60 

     900      6.77     12.62      7.00     12.00 

   1,000      7.19     14.52      7.50     13.80 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

条件変更 

トラッククレーン

機種訂正 

トラッククレーン

規格訂正 

１－７－１－４ 仕切弁据付工（機械）  DD121301021  撤去工 DD121301022 

表7－２ 仕切弁据付工（鋳鉄製、機械） 

                                     １箇所当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機   種 運転時間 
（Ｈ） 

賃 料 
（日） たて型 横 型 

     75以下     0.03     0.05 ０．４０ － 

     100      0.03     0.05 ０．４０ － 

     150     0.04     0.06 ０．４９ － 

     200     0.05     0.08 ０．５７ － 

     300     0.11     0.17 ０．９１ － 

     400     0.41     1.13 トラック 

クレーン 
油圧伸縮ジブ型

４．９ｔ吊 

トラック 

クレーン 
油圧伸縮ジブ型

４．９ｔ吊 

－ ０．２９

     500     0.82     2.47 － ０．３２ 

     600     1.13     3.61 － ０．３４ 

     700     1.44     4.22 － ０．３６ 

     800     1.65     5.25 

１６ｔ吊 １６ｔ吊 

－ ０．４０ 

     900     1.85     5.97 － ０．４３ 

   1,000     2.06     6.70 － ０．４５ 

   1,100     2.16     7.11 － ０．５２ 

   1,200     2.37     7.31 
２０ｔ吊 

２０ｔ吊 － ０．５３ 

   1,350     2.58     7.42 ２５ｔ吊 － ０．５９ 

   1,500     2.79     7.53 ２５ｔ吊 ３５ｔ吊 － ０．７０ 

注1. 本表は、鋳鉄製仕切弁の機械による据付に適用する。 
 注2. 16ｔ吊以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧式伸縮ジブ型とする。 

表7－３ 仕切弁据付工（鋼板製、機械）

                                                  １箇所当たり  

呼び径 

（㎜） 

配管工 

（人） 

普通作業員

（人） 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 

賃 料 

（日） 

   1,000    2.06     6.18 

１６ｔ吊 

０．４３ 

   1,100    2.16     6.71 ０．４５ 

   1,200    2.37     7.24 ０．４８ 

   1,350    2.58     7.62 ２０ｔ吊 ０．５３ 

   1,500    2.78     8.29 ２５ｔ吊 ０．５９ 

   1,650    2.98     9.34 
３５ｔ吊 

０．６２ 

   1,800    3.09     9.87 ０．６８ 

   2,000    3.19    10.40 ４５ｔ吊 ０．７９ 

 注1. 本表は、鋼板製仕切弁の機械による据付に適用する。 

注2. 16ｔ以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧式伸縮ジブ型とする。 

１－７－１－４ 仕切弁据付工（機械）  DD121301021  撤去工 DD121301022 

表7－２ 仕切弁据付工（鋳鉄製、機械） 

                                     １箇所当たり 

呼び径 
（㎜） 

配管工 
（人） 

普通作業員
（人） 

機   種 運転時間 
（Ｈ） 

賃 料 
（日） たて型 横 型 

     75      0.03     0.05 ０．４０ － 

     100      0.03     0.05 ０．４０ － 

     150     0.04     0.06 ０．４９ － 

     200     0.05     0.08 ０．５７ － 

     300     0.11     0.17 ０．９１ － 

     400     0.41     1.13 トラック 

クレーン 
(油圧式) 

４．９ｔ吊 

トラック 

クレーン 
(油圧式) 

４．９ｔ吊 

－ ０．２９

     500     0.82     2.47 － ０．３２ 

     600     1.13     3.61 － ０．３４ 

     700     1.44     4.22 － ０．３６ 

     800     1.65     5.25 

１６ｔ吊 １６ｔ吊 

－ ０．４０ 

     900     1.85     5.97 － ０．４３ 

   1,000     2.06     6.70 － ０．４５ 

   1,100     2.16     7.11 － ０．５２ 

   1,200     2.37     7.31 
２０ｔ吊 

２０ｔ吊 － ０．５３ 

   1,350     2.58     7.42 ２５ｔ吊 － ０．５９ 

   1,500     2.79     7.53 ２５ｔ吊 ３５ｔ吊 － ０．７０ 

注1. 本表は、鋳鉄製仕切弁の機械による据付に適用する。 
 注2. 16ｔ吊以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧式伸縮ジブ型とする。 

表7－３ 仕切弁据付工（鋼板製、機械）

                                                  １箇所当たり  

呼び径 

（㎜） 

配管工 

（人） 

普通作業員

（人） 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 

賃 料 

（日） 

   1,000    2.06     6.18 

１６ｔ吊 

０．４３ 

   1,100    2.16     6.71 ０．４５ 

   1,200    2.37     7.24 ０．４８ 

   1,350    2.58     7.62 ２０ｔ吊 ０．５３ 

   1,500    2.78     8.29 ２５ｔ吊 ０．５９ 

   1,650    2.98     9.34 ３０ｔ吊 ０．６２ 

   1,800    3.09     9.87 ３５ｔ吊 ０．６８ 

   2,000    3.19    10.40 ４５ｔ吊 ０．７９ 

 注1. 本表は、鋼板製仕切弁の機械による据付に適用する。 

注2. 16ｔ以上のクレーン機種は、ラフテレーンクレーン油圧式伸縮ジブ型とする。 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

S50 形導入による

設定変更 

１－９－１ 明示シート敷設工 DD121201011 
                                                     100ｍ当たり      

     名   称 員 数 単 位 摘   要 

 普 通 作 業 員  人 表９－１ 

 明 示 シ ー ト  100.0 ｍ （幅40cm、15cm） 

 諸     雑     費   1.0 式  

         計    

1ｍ当たり   計／100 

  注1. 本表は、１条当たりの敷設に適用する。 

表９－１ 明示シ－ト敷設工

                      100ｍ当たり   

シート幅 普通作業員（人）

40cm ０．４０ ※ S50はシート幅40㎝ 

15cm ０．１５

１－９－１ 明示シート敷設工 DD121201011  
                                                     100ｍ当たり      

     名   称 員 数 単 位 摘   要 

 普 通 作 業 員  人 表９－１ 

 明 示 シ ー ト  100.0 ｍ （幅40cm、15cm） 

 諸     雑     費   1.0 式  

         計    

1ｍ当たり   計／100 

  注1. 本表は、１条当たりの敷設に適用する。 

表９－１ 明示シ－ト敷設工

                      100ｍ当たり   

シート幅 普通作業員（人）

40cm ０．４０

15cm ０．１５
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

第２節 付帯工 

２－３ コンクリート工 

２－３－２ コンクリートバイブレータ運転工   DD121701021  
                                                                         １日当たり 

          名    称   員 数   単 位      摘     要 

 特 殊 作 業 員    1.00     人  

 ガ ソ リ ン    1.10     ㍑  

 コンクリートバイブレータ損料    1.0     日 振動部外径38～46 損料表13欄

 諸 雑 費    1.0     式  

            計    

２－６ 開削水替工

２－６－１ 水替工（商用電源）                 
                                                                       １日当たり 

    名    称  員 数  単 位    摘       要 

 特 殊 作 業 員    0.12     人  

 工 事 用 水 中 ポ ン プ 損 料    1.0     日  表６－１ 損料表13欄

 電 力 量     KWh   〃 

 諸 雑 費    1.0     式  

           計    

２－６－２ 水替工（発動発電機）   DD121703321               
                                                                       １日当たり 

    名    称  員 数  単 位    摘       要 

 特 殊 作 業 員    0.16     人  

 発 動 発 電 機 運 転 工    1.0     日 （低騒音ディーゼル）表６－２、３

 工 事 用 水 中 ポ ン プ 損 料    1.0     日  損料表13欄        〃 

 諸雑費    1.0     式  

           計    

注1.発動発電機の日当たり運転時間は６時間とする。   

第２節 付帯工 

２－３ コンクリート工 

２－３－２ コンクリートバイブレータ運転工   DD121701021  
                                                                         １日当たり 

          名    称   員 数   単 位      摘     要 

 特 殊 作 業 員    1.00     人  

 ガ ソ リ ン    1.10     ㍑  

 コンクリートバイブレータ損料    1.0     日 振動部外径38～46 

 諸 雑 費    1.0     式  

            計    

２－６ 開削水替工

２－６－１ 水替工（商用電源）                 
                                                                       １日当たり 

    名    称  員 数  単 位    摘       要 

 特 殊 作 業 員    0.12     人  

 工 事 用 水 中 ポ ン プ 損 料    1.0     日  表６－１  

 電 力 量     KWh   〃 

 諸 雑 費    1.0     式  

           計    

２－６－２ 水替工（発動発電機）   DD121703321               
                                                                       １日当たり 

    名    称  員 数  単 位    摘       要 

 特 殊 作 業 員    0.16     人  

 発 動 発 電 機 運 転 工    1.0     日 （低騒音ディーゼル）表６－２、３

 工 事 用 水 中 ポ ン プ 損 料    1.0     日               〃 

 諸雑費    1.0     式  

           計    

  注1.発動発電機の日当たり運転時間は６時間とする。 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

第７節 浄水施設工 

７－５ 急速ろ過池・ろ過塔更生工事

７－５－１ ろ過砂洗浄工   DD122605041 
                                                              11ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

特 殊 作 業 員 1.00 人  

普 通 作 業 員 1.80 人  

ベ ル コ ン 損 料 6.0 台／日 （７ｍポータブル１kW） ６台連結 損料表 13 欄

機 械 損 料 1.0 日 洗浄機（ろ過砂用） 

諸 雑 費 1.0 式  

計    

1.0ｍ３当たり   計／11 

注 1. 本表には、局支給電力によるものである。 

７－５－２ ろ過砂利洗浄フルイ工    DD122605111 
                                                                ９ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

特 殊 作 業 員    1.00     人

普 通 作 業 員    2.16     〃

ベ ル コ ン 損 料    6.0   台／日 （７ｍポータブル１kW） ６台連結 損料表 13 欄

機 械 損 料    1.0     日 洗浄機（ろ過砂利フルイ分け用）

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／９（洗砂機能力）

注 1. 本表には、局支給電力によるものである。 

７－６ 緩速ろ過池削取補砂工

７－６－２ 汚砂削取工   DD122606011 
                                                                 10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    4.10     人

ベ ル コ ン 損 料    2.64     日 (７ｍポ－タブルモ－タ駆動）４台連結 損料表 13 欄

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

注 1. 本表は、局支給電力によるものである。 

第７節 浄水施設工 

７－５ 急速ろ過池・ろ過塔更生工事

７－５－１ ろ過砂洗浄工   DD122605041 
                                                              11ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

特 殊 作 業 員 1.00 人  

普 通 作 業 員 1.80 人  

ベ ル コ ン 損 料 6.0 台／日 （７ｍポータブル１kW）   ６台連結  

機 械 損 料 1.0 日 洗浄機（ろ過砂用） 

諸 雑 費 1.0 式  

計    

1.0ｍ３当たり   計／11 

注 1. 本表には、局支給電力によるものである。 

７－５－２ ろ過砂利洗浄フルイ工    DD122605111 
                                                                ９ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

特 殊 作 業 員    1.00     人

普 通 作 業 員    2.16     〃

ベ ル コ ン 損 料    6.0   台／日 （７ｍポータブル１kW）   ６台連結  

機 械 損 料    1.0     日 洗浄機（ろ過砂利フルイ分け用）

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／９（洗砂機能力）

注 1. 本表には、局支給電力によるものである。 

７－６ 緩速ろ過池削取補砂工

７－６－２ 汚砂削取工   DD122606011 
                                                                 10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    4.10     人

ベ ル コ ン 損 料    2.64     日 （７ｍポ－タブルモ－タ駆動）４台連結

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

注 1. 本表は、局支給電力によるものである。 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

損料表欄の記載追

加 

７－６－７ 洗砂厚取工   DD122606091 
                                                               10 ㎡当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    0.84     人

ベ ル コ ン 損 料    0.56     日 （7ｍポ－タブル 1KW）４台連結 損料表 13欄

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0 ㎡当たり 計／10

注1.  本表は、平均20㎝の厚取である。 
注2. 本表は、局支給電力によるものである。 

７－６－８ ろ過砂積込工（緩速ろ過池）   DD122606101 
                                                               10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    1.10     人

ベ ル コ ン 損 料    0.55     日 （7ｍポ－タブル 1KW）２台連結 損料表 13欄

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

   注 1. 本表は、局支給電力のよるものである。 

７－６－１０ 補砂工（緩速ろ過池）   DD122606121 
                                                               10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    1.10     人

ベ ル コ ン 損 料    0.37     日 （7ｍポ－タブル 1KW）２台連結 損料表 13欄

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

注 1. 本表は、局支給電力のよるものである。 

７－６－７ 洗砂厚取工   DD122606091 
                                                               10 ㎡当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    0.84     人

ベ ル コ ン 損 料    0.56     日 （7ｍポ－タブル 1KW）４台連結

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0 ㎡当たり 計／10

注1. 本表は、平均20㎝の厚取である。 
注2. 本表は、局支給電力によるものである。 

７－６－８ ろ過砂積込工（緩速ろ過池）   DD122606101 
                                                               10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    1.10     人

ベ ル コ ン 損 料    0.55     日 （7ｍポ－タブル 1KW）２台連結

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

  注1. 本表は、局支給電力のよるものである。 

７－６－１０ 補砂工（緩速ろ過池）   DD122606121 
                                                               10ｍ３当たり 

名   称 員 数 単 位 摘      要 

普 通 作 業 員    1.10     人

ベ ル コ ン 損 料    0.37     日 （7ｍポ－タブル 1KW）２台連結

諸 雑 費    1.0     式

計

     1.0ｍ３当たり 計／10

   注 1. 本表は、局支給電力のよるものである。 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 

参照箇所の訂正 

第Ⅲ章 委託関係歩掛 

第３節 その他委託歩掛 

３－３ 非常用貯水タンク点検清掃工

                                                             １箇所当たり 

名    称 員 数 単 位 摘    要 

調 査 点 検 工 1.0 箇所 ３－３－１ 

清 掃 工  ㎡ ３－３－２ 

タ ッ チ ア ッ プ 塗 装 工 1.0 箇所 ３－３－３ 

給水金具人孔鉄蓋等取付工 1.0 箇所 ３－３－４ 

給水金具人孔鉄蓋等取外工 1.0 箇所 ３－３－４ 

換 気 設 備 工 3.0 日 第Ⅱ章６－３－７ 

照 明 工 20.0 ｍ 第Ⅱ章６－３－５ 

照 明 器 具 損 料 1.0 式 第Ⅱ章６－３－６ 

発 動 発 電 機 運 転 工 3.0 日 第Ⅱ章６－３－８ 

水 替 工 1.0 日  

 諸 雑 費 1.0 式  

           計    

注1．   鉄蓋のボルト・パッキン等を交換する場合は別途計上する。 

第Ⅲ章 委託関係歩掛 

第３節 その他委託歩掛 

３－３ 非常用貯水タンク点検清掃工

                                                             １日当たり 

名    称 員 数 単 位 摘    要 

調 査 点 検 工 1.0 箇所 ３－３－１ 

清 掃 工  ㎡ ３－３－２ 

タ ッ チ ア ッ プ 塗 装 工 1.0 箇所 ３－３－３ 

給水金具人孔鉄蓋等取付工 1.0 箇所 ３－３－４ 

給水金具人孔鉄蓋等取外工 1.0 箇所 ３－３－４ 

換 気 設 備 工 3.0 日          

照 明 工 20.0 ｍ Ⅱ６－３－５ 

照 明 器 具 損 料 1.0 式 Ⅱ６－３－６ 

発 動 発 電 機 運 転 工 3.0 日          

水 替 工 1.0 日  

 諸 雑 費 1.0 式  

           計    

注1.  鉄蓋のボルト・パッキン等を交換する場合は別途計上する。 
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備考 改正（平成 31年 4月） 現行（平成 30年 7月） 
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第Ⅳ章 標準断面図 

４－２ 標準掘削断面 

４－２－１ 掘削幅の算定 

（１）～（３）  略 

（４）各項目の標準寸法 

ｃ：矢板厚          片側分    mm 

矢板形式 部材厚 矢板厚 

軽量鋼矢板 建込み  35 
 50 

軽量鋼矢板 打込み  35 

鋼矢板   Ⅱ型 100 100 

鋼矢板   Ⅲ型 125 125 

H 鋼横かけ 1.5 以下  30 

 50 H 鋼横かけ 4.5 以下  45 

H 鋼横かけ 6.0 以下  60 

４－２－２ 標準掘削断面（ダクタイル鋳鉄管） 

（１）標準掘削断面は次のとおりとする。 

Ｂ

ＤＰ

Ｄ

備考：会所堀は、継手箇所（内面継手を除く）毎に実施する。 

呼び径５０(mm)は S50 形 

Ｂ：（ ）内の数字はＧＸ形の掘削幅とする。 

Ｄ：会所掘の掘削深さ 

Ｌ：会所掘の掘削延長 

自立性の乏しい地山の場合は、適切な勾配を定めること。 

道路管理者等から指示のある場合は別に定めることができる。 

管基礎の置き換えが必要な場合は別に定めることができる。 

呼び径 

（mm） 

Ｂ 

（ｍ） 

掘削深さ 

（ｍ） 

Ｄ 

（ｍ） 

Ｌ 

（ｍ） 

５０ ０．６０ 

DP＋管径 ０・３０ ０．５０

７５ ０．６０（０．６０）

１００ ０．６５（０．６０）

１５０ ０．７０（０．６５）

２００ ０．７５（０．７０）

３００ ０．８５（０．８０）

４００ ０．９５（０．９５）

第Ⅳ章 標準断面図 

４－２ 標準掘削断面 

４－２－１ 掘削幅の算定 

（１）～（３）  略 

（４）各項目の標準寸法 

ｃ：矢板厚          片側分    mm 

矢板形式 部材厚 矢板厚 

軽量鋼矢板 建込み  35 
 50 

軽量鋼矢板 打込み  35 

鋼矢板   Ⅱ型 100 100 

鋼矢板   Ⅲ型 125 125 

H 鋼横かけ 1.5 以下  30 

 50 H 鋼横かけ 4.5 以下  45 

H 鋼横かけ 6.0 以下  60 

４－２－２ 標準掘削断面（ダクタイル鋳鉄管） 

（１）標準掘削断面は次のとおりとする。 

Ｂ

ＤＰ

Ｄ

備考：会所堀は、継手箇所（内面継手を除く）毎に実施する。 

Ｂ：（ ）内の数字はＧＸ形の掘削幅とする。 

Ｄ：会所掘の掘削深さ 

Ｌ：会所掘の掘削延長 

自立性の乏しい地山の場合は、適切な勾配を定めること。 

道路管理者等から指示のある場合は別に定めることができる。 

管基礎の置き換えが必要な場合は別に定めることができる。 

呼び径 

（mm） 

Ｂ 

（ｍ） 

掘削深さ

（ｍ） 

Ｄ 

（ｍ） 

Ｌ 

（ｍ） 

７５ ０．６０（０．６０）

DP＋管径 ０・３０ ０．５０

１００ ０．６５（０．６０）

１５０ ０．７０（０．６５）

２００ ０．７５（０．７０）

３００ ０．８５（０．８０）

４００ ０．９５（０．９５）
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S50 形導入による

設定追加 

（２）軽量鋼矢板土留を設置する場合の標準掘削断面図は、次のとおりとする。 

Ｂ

ＤＰ

Ｄ

備考：会所堀は、継手箇所（内面継手を除く）毎に実施する。 

呼び径５０(mm)は S50 形 

Ｂ：（ ）内の数字はＧＸ形の掘削幅とする。 

Ｄ：会所掘の掘削深さ 

Ｌ：会所掘の掘削延長 

自立性の乏しい地山の場合は、適切な勾配を定めること。 

道路管理者等から指示のある場合は別に定めることができる。 

管基礎の置き換えが必要な場合は別に定めることができる。 

（３）ダクタイル鋳鉄管の掘削深さにおいて加算する管径は次のとおりとする。 

呼び径（mm） 管径（ｍ） 呼び径（mm） 管径（ｍ） 

５０ ０．０７ ４００ ０．４３ 

７５ ０．０９ ５００ ０．５３ 

１００ ０．１２ ６００ ０．６３ 

１５０ ０．１７ ７００ ０．７３ 

２００ ０．２２ ８００ ０．８４ 

３００ ０．３２   

（４）土質、埋設物、土留方法、継手方法、その他条件により標準掘削断面により難い場合は適宜定める

ものとする。 

呼び径

（mm）

Ｂ 

（ｍ） 

掘削深さ

（ｍ） 

Ｄ 

（ｍ） 

Ｌ 

（ｍ） 

５０ ０．６５ 

DP＋管径

０・３０ ０．５０

７５ ０．８５（０．６５）

１００ ０．８５（０．７０）

１５０ ０．８５（０．７５）

２００ ０．８５（０．８０）

３００ ０．９５（０．９５）

４００ １．０５（１．０５）

０．６０ ０．８０

５００ １．２０ 

６００ １．３０ 

７００ １．５５ 

８００ １．６５ 

（２）軽量鋼矢板土留を設置する場合の標準掘削断面図は、次のとおりとする。 

Ｂ

ＤＰ

Ｄ

備考：会所堀は、継手箇所（内面継手を除く）毎に実施する。 

Ｂ：（ ）内の数字はＧＸ形の掘削幅とする。 

Ｄ：会所掘の掘削深さ 

  Ｌ：会所掘の掘削延長 

  自立性の乏しい地山の場合は、適切な勾配を定めること。 

   道路管理者等から指示のある場合は別に定めることができる。 

  管基礎の置き換えが必要な場合は別に定めることができる。 

（３）ダクタイル鋳鉄管の掘削深さにおいて加算する管径は次のとおりとする。 

呼び径（mm） 管径（ｍ） 呼び径（mm） 管径（ｍ） 

７５ ０．０９ ４００ ０．４３ 

１００ ０．１２ ５００ ０．５３ 

１５０ ０．１７ ６００ ０．６３ 

２００ ０．２２ ７００ ０．７３ 

３００ ０．３２ ８００ ０．８４ 

（４）土質、埋設物、土留方法、継手方法、その他条件により標準掘削断面により難い場合は適宜定めるもの

とする。 

呼び径

（mm）

Ｂ 

（ｍ） 

掘削深さ

（ｍ） 

Ｄ 

（ｍ） 

Ｌ 

（ｍ） 

７５ ０．８５（０．６５）

DP＋管径

０・３０ ０．５０

１００ ０．８５（０．７０）

１５０ ０．８５（０．７５）

２００ ０．８５（０．８０）

３００ ０．９５（０．９５）

４００ １．０５（１．０５）

０．６０ ０．８０

５００ １．２０ 

６００ １．３０ 

７００ １．５５ 

８００ １．６５ 
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４－２－４ その他 

 埋戻し土量は、掘削土量から布設管断面積を控除する。 

（１）布設管の控除面積は次のとおりとする。 

  ア ダクタイル鋳鉄管 

呼び径（mm） 断面積（㎡） 呼び径（mm） 断面積（㎡） 

７５ ０．０１ ４００ ０．１４ 

１００ ０．０１ ５００ ０．２２ 

１５０ ０．０２ ６００ ０．３１ 

２００ ０．０４ ７００ ０．４２ 

３００ ０．０８ ８００ ０．５５ 

※50 ㎜以下は断面控除しない 

  イ 鋼管・ステンレス鋼管 

呼び径（mm） 断面積（㎡） 呼び径（mm） 断面積（㎡）

80 0.01 500 0.20

100 0.01 600 0.29

150 0.02 700 0.40

200 0.04 800 0.52

300 0.08 900 0.66

400 0.13

４－２－４ その他 

 埋戻し土量は、掘削土量から布設管断面積を控除する。 

（１）布設管の控除面積は次のとおりとする。 

  ア ダクタイル鋳鉄管 

呼び径（mm） 断面積（㎡） 呼び径（mm） 断面積（㎡）

75 0.01 400 0.14

100 0.01 500 0.22

150 0.02 600 0.31

200 0.04 700 0.42

300 0.08 800 0.55

  イ 鋼管・ステンレス鋼管 

呼び径（mm） 断面積（㎡） 呼び径（mm） 断面積（㎡）

80 0.01 500 0.20

100 0.01 600 0.29

150 0.02 700 0.40

200 0.04 800 0.52

300 0.08 900 0.66

400 0.13


